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第１章 調査の概要 

１ 調査の目的 

県民の結婚や子どもを持つこと、子育てに関する意識や現状を把握し、奈良県において子どもを生み育

てやすい環境づくりを進める取組を検討するための基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

２ 調査の実施概要 

（１）調査対象 

・夫婦調査：令和５年９月１日現在で結婚している 50 歳未満の男女（届出の有無を問わない） 

・独身者調査：令和５年９月１日現在で 18 歳以上 50 歳未満の独身の男女  

 

（２）調査項目 

夫婦調査、独身者調査のいずれも、平成 30 年に実施した「奈良県結婚・子育て実態調査」の項目をベ

ースに、社会情勢の変化等を鑑み、一部の項目を削除し、新たな項目を追加して作成。 

 

①夫婦調査 

調査項目 質問項目 

①回答者の属性 ・夫婦の出生年月・結婚生活を始めた年月・初再婚の別 

・家族構成・居住地域 

②妊娠・出産 ・子どもの数 

・誕生の時期・里帰り出産・里帰り期間 

③就労状況 ・現在までの各時期の夫婦の就労形態・職種・勤務先の従業員数・

通勤時間（片道） 

・妊娠・出産後の妻の就労形態・職種・勤務先の従業員数・通勤

時間（片道） 

・現在の夫婦の就労状況 

１週間の労働時間（平均）・年収・帰宅時刻（平均）・通勤時

間（片道） 

・妻の就労希望の有無 

・妻の希望する就労形態・勤務地 

・妻が就労を希望しない理由 

・妻が就労しようと思う条件 

・妻が仕事を辞めた時期 

・妻が仕事を辞めた理由 

④出会い・結婚 ・知り合ったきっかけ 

・理想的な初婚年齢 

・理想的な初婚年齢で結婚しなかった理由 

⑤子育ての不安感・負担感

や手助け・相談相手 

・子育ての不安感・負担感 

・時期別の不安感・負担感 

・不安だった時期に助けてくれた人・助けてほしかった人 

⑥子育てに関する相談等 ・子育てについて相談できる人の有無及び人数 

・相談できる人 
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調査項目 質問項目 

⑦男性の育児や家事への

関わり 

・夫は育児を積極的にする男性か 

・妻からみた夫の育児・家事の関わり方 

・夫からみた夫の子育ての関わり方 

・夫が子育てに関わらない理由 

⑧子ども数等 ・子育てについての悩み 

・子育てについての考え方 

・理想の子ども数・１人以上の理由 

・出産予定の子ども数・出産を希望する時期 

・「予定子ども数」が「理想子ども数」より少ない理由 

・子育てや教育にお金がかかりすぎる要因 

・子どもはいらないと考える要因 

⑨子育て支援策 ・子育て支援・制度情報の入手先 

・奈良県での子育てのしやすさ 

・父親の育児休暇・休業取得の必要性・取得期間 

・父親の育児休暇・休業取得が不必要と考える理由 

・勤務先で男性が結婚、出産、子育てと仕事の両立が可能か 

・男性が育児休業を取得しやすくするために必要なこと 

・子育て支援策に関する重要度・満足度 

・希望する人数を生み育てるようにするために、どのような取組

が必要か 

・過去に利用した制度や施設 

・実際に利用してみたい制度や施設 

⑩自由記述意見 ・本調査や結婚・出産・子育て・少子化などに関する自由意見 

 

②独身者調査 

調査項目 質問項目 

①回答者の属性 ・出生年月・性別・親との同（別）居・居住地域 

・結婚歴・子どもの有無 

・現在までの就労形態・職種・勤務先の従業員数 

・現在の就労状況 

１週間の労働時間（平均）・年収・勤続年数・帰宅時刻（平均）・

通勤時間（片道） 

②結婚観 ・結婚の利点の有無・具体的な利点 

・独身生活の利点の有無・具体的な利点 

③希望するライフコース ・理想とする人生・実際になりそうな人生・パートナーとなる異

性に望む人生 

④結婚意欲等 ・結婚に対する考え 

・結婚するタイミング・希望する結婚年齢 

・現在独身でいる理由 

・適当な相手にまだめぐり会わない理由 

・結婚相手を決めるとき重視すること 

・一生結婚するつもりがない理由 

・結婚の障害の有無・内容 
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調査項目 質問項目 

⑤希望する子ども数等 ・希望する子どもの数・最初の子どもを持ちたい年齢 

・子どもはいらないと考える要因 

・希望の子ども数が１人以上の理由 

⑥子育てに対する考え ・子育てについての考え 

・身近な状況に各項目の人がいたか 

⑦結婚・子育て等に関する

意識 

・結婚・家庭・子どもを持つことについてどのように考えている

か 

⑧結婚・子育て支援策 ・子育て支援策に関する重要度 

・「婚活」として行っていること 

・「婚活」を行っていない理由 

・行政に結婚支援事業に取り組んで欲しいか 

・出会い・結婚支援として行政に期待すること 

・奈良県での子育てしやすさ 

⑨自由記述意見 ・本調査や結婚・出産・子育て・少子化などに関する自由意見 

 

（３）調査方法 

郵送法 

夫婦調査用・独身者調査用の２種類の調査票を送付し、調査対象者に調査票を選択の上、回答及び返送

を依頼した。 

 

（４）抽出方法 

県内市町村から 378 地点を系統抽出し、当該地点内から選挙人名簿に基づく無作為抽出により上記の調

査対象に該当する方を選定 

 

（５）調査期間 

令和５年９月 15 日～令和６年１月 26 日 

※回収目標数に達しなかったため、調査期間を延長して実施した。 

 

（６）回収結果 

 配布数 送達不能数 回収数 無効票 有効回答数 有効回答率 

夫婦調査 
7,500 108 

1,124 16 1,108 14.8％ 

独身者調査 933 21 912 12.2％ 

※発送時には調査対象者の婚姻状況が不明であるため、各調査の有効回答率は配布全数から算出した。 

 

（７）標本の代表性と全国比較 

夫婦調査並びに独身者調査の回答者がどの程度母集団を反映しているかを検証するため、令和 2 年国勢

調査の奈良県結果（以下、「国勢調査」という。）及び令和 3 年に国立社会保障・人口問題研究所が実施し

た「第 16 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」（以下、「全国調査」という。）の調査結果

との比較を行った。 

なお、全国調査との比較については、全国での結果と、奈良県での結果とを比較しているため、必ずし

も傾向が一致するとは限らない。 
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①夫婦調査 

夫婦調査の対象となった世帯の妻の年齢の分布をみると、35～39 歳の割合が全国調査及び国勢調査の

割合に比べてやや高く、45～49 歳の割合が国勢調査の割合に比べてやや低くなっているが、その他の年代

については全国調査及び国勢調査の分布状況とほぼ一致している。おおむね母集団の年齢構成に沿った回

答が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②独身者調査 

身者調査については、男性は国勢調査の結果に比べ、19 歳以下の割合が低く、30 歳代以上の年代層の

割合がやや高くなっている。女性は国勢調査の結果に比べ 19 歳以下の割合が低く、20 歳代以上の各年代

の割合がやや高くなっている。全国調査と比べると、男性は 25～29 歳、女性は 19 歳以下の年代層の割合

が低く、男性は 40～44 歳、女性は 45～49 歳の年代の割合が高くなっている。今回調査と国勢調査及び全

国調査について、全年齢を対象とした集計結果をみる際には、回答された年代層のウエイトに違いがある

ことを考慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
（人） （％） （人） （％） （人） （％）

19歳以下 28 7.0 302 9.7 30,908 25.6

20～24歳 100 25.1 700 22.5 27,417 22.7

25～29歳 61 15.3 579 18.6 17,875 14.8

30～34歳 55 13.8 452 14.5 12,961 10.7

35～39歳 52 13.0 379 12.2 10,767 8.9

40～44歳 55 13.8 320 10.3 10,118 8.4

45～49歳 48 12.0 386 12.4 10,881 9.0

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
（人） （％） （人） （％） （人） （％）

19歳以下 26 5.4 322 11.2 30,077 26.7

20～24歳 125 25.9 799 27.8 28,394 25.2

25～29歳 91 18.8 549 19.1 17,677 15.7

30～34歳 62 12.8 383 13.3 11,066 9.8

35～39歳 53 11.0 298 10.4 8,597 7.6

40～44歳 57 11.8 259 9.0 8,164 7.3

45～49歳 69 14.3 263 9.2 8,609 7.6

※1　国勢調査は奈良県の値

※2　年齢不詳を除く

令和５年調査 令和３年全国調査 令和２年国勢調査

独身男性

独身女性

令和５年調査 令和３年全国調査 令和２年国勢調査

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
（人） （％） （人） （％） （人） （％）

19歳以下 0 0.0 3 0.1 100 0.1

20～24歳 6 0.8 96 2.0 1,555 1.3

25～29歳 51 6.7 427 9.0 8,187 7.1

30～34歳 128 16.8 746 15.7 17,026 14.7

35～39歳 184 24.2 991 20.9 23,553 20.3

40～44歳 186 24.4 1,177 24.8 29,100 25.1

45～49歳 206 27.1 1,303 27.5 36,236 31.3

※1　国勢調査は奈良県の値

※2　年齢不詳を除く

令和５年調査
妻の年齢

令和３年全国調査 令和２年国勢調査



5 

 

（８）調査結果の表示方法 

①設問ごとの集計母数は、グラフ中に「Ｎ＝＊＊＊」と表記し、クロス集計のグラフ・図表では、集計

区分ごとの集計母数を「Ｎ＝＊＊＊」と表記している。 

②集計結果の百分率（％）は、小数点第２位を四捨五入した値を表記している。このため、単数回答設

問の選択肢ごとの構成比の見かけ上の合計が 100.0％にならない場合がある。 

③複数回答設問では、当該設問に回答すべき回答者数を母数として選択肢ごとにそれぞれ構成比を求め

ている。そのため、構成比の合計は通常 100.0％にはならない。 

④本文中の「今回調査」及び図表中の表記における「R5 県調査」は、本調査の結果を表している。また、

本調査は、質問項目により次の調査結果と比較を行っている。 

 

調査名称 本文・図表の表記 調査の実施概要 

奈良県結婚・子

育て実態調査 

前回調査、H30 県調査 ○平成 30 年度実施（奈良県） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：奈良県内に居住する 50 歳未満

の夫婦 3,978 人 

②独身者調査：奈良県内に居住する 18 歳以

上 50 歳未満の独身男女 3,978 人 

○調査方法 

訪問留置調査 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：1,313 人（32.9％） 

②独身者調査：777 人（19.5％） 

奈良県子育て

実態調査 

前々回調査、H25 県調査 ○平成 25 年度実施（奈良県） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：奈良県内に居住する妻の年齢

50 歳未満の夫婦（回答者は妻）2,115 人 

②独身者調査：奈良県内に居住する 18 歳以

上 50 歳未満の独身男女 1,822 人 

○調査方法 

訪問留置調査 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：1,884 人（89.1％） 

②独身者調査：1,591 人（87.3％） 

第 16 回出生動

向基本調査 

全国調査、R3 全国調査 令和３年度実施（国立社会保障・人口問題研究

所） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：年齢 50 歳未満の有配偶女性

9,401 人 

②独身者調査：18 歳以上 50 歳未満の独身男

女 14,011 人 

○調査方法 

配票自計、密封回収方式 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：6,834 人（72.7％） 

②独身者調査：7,826 人（55.9％） 

 

なお、調査の年度等の記載の無い図表は今回の調査結果である。 
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⑤全国調査や前回調査結果との比較をする図表については、対象を同一にして比較する必要があるため、

原則、今回調査の対象を絞って集計している。 

⑥今回調査と平成 30 年の調査方法は郵送法であり、訪問留置調査を実施した平成 25 年の県調査及び令

和３年の全国調査結果とは方法が異なるため、結果の単純比較はできないが、本調査目的を達成する

ための参考データとして、比較結果を有効活用する。 

⑦平成25年の夫婦調査は妻のみを回答の対象としているが、前回調査から夫も回答の対象としている。 

⑧独身者調査では、結婚経験のない者を「未婚者」として表記している。 

 

  


